金剛石（ダイヤモンド）の語誌 by 吉野 政治 & YOSHINO Masaharu
こ
ん
ご
う
〔
要
旨
〕「
金
剛
」
は
金
石
の
中
で
最
も
堅
固
な
も
の
を
意
味
す
る
。
こ
ん
ご
う
せ
き
「
金
剛
石
」
は
玉
石
の
研
磨
に
用
い
ら
れ
る
堅
固
な
石
の
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
装
飾
品
と
し
て
の
西
洋
の
金
剛
石
す
な
わ
ち
ギ
ヤ
マ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
以
降
に
西
洋
の
服
飾
文
化
が
流
行
す
る
と
と
も
に
日
本
で
も
金
剛
石
は
宝
石
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
流
階
級
や
富
裕
層
の
象
徴
と
な
っ
た
。
〔
キ
イ
ワ
ー
ド
〕
金
剛
金
剛
石
ギ
ヤ
マ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
１
「
金
剛
」
と
い
う
語
「
金
剛
」
は
仏
教
語
と
し
て
の
性
格
の
濃
い
語
で
あ
る（
 
）。
仏
性
の
堅
剛
不
壊
な
る
こ
と
の
比
喩
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
釈
迦
が
悟
り
を
開
い
た
坐
処
を
「
金
剛
座
」
と
言
い
、
堅
固
で
動
揺
し
な
い
菩
薩
の
信
仰
心
を
「
金
剛
心
」、
大
日
如
来
を
智
徳
開
示
し
た
部
門
を
「
金
剛
界
」、
教
化
し
が
た
い
衆
生
を
と
ら
え
て
済
度
す
る
羂
索
を
「
金
剛
索
」、
般
若
不
可
空
の
理
を
説
く
教
典
の
名
を
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
と
い
う
な
ど
仏
教
関
係
に
「
金
剛
」
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
金
剛
」
は
五
行
の
金
の
気
が
剛
毅
で
あ
る
こ
と
を
い
う
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が（
 
）、
金
石
中
最
も
剛
健
堅
固
な
も
の
の
意
で
あ
っ
て
、
破
砕
し
え
な
い
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
の
神
話
の
軍
神
イ
ン
ド
ラ
の
堅
牢
無
比
な
武
器
ヴ
ァ
ジ
ラ
（
伐
折
羅
）
の
漢
訳
と
し
て
成
立
し
た
語
で
あ
る
と
す
る
仏
典
に
見
ら
れ
る
説
の
方
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
金
剛
者
、
梵
云
伐
折
羅
。
力
士
所
執
之
杵
是
此
宝
也
。
金
中
最
剛
故
名
二
金
剛
一
。
帝
釈
有
レ
之
。
（『
金
剛
般
若
経
疏
論
纂
要
』
上
）
金
中
精
牢
名
曰
二
金
剛
一
、
此
宝
出
二
金
中
一
、
色
如
二
紫
英
一
、
百
錬
不
レ
銷
、
至
堅
至
利
、
可
二
以
切
一レ
玉
、
世
所
二
希
有
一
、
故
名
為
レ
宝
。
（『
梵
網
経
』
古
迹
、
上
〕
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
の
語
誌
吉
野
政
治
三
五
正
中
有
二
金
剛
坐
一
、
賢
劫
初
成
、
与
二
大
地
一
倶
起
、
拠
二
三
千
大
千
之
中
一
、
下
極
二
金
輪
一
、
上
斎
二
地
際
一
、
金
剛
成
レ
所
、
周
百
余
歩
。
は
ば
む
言
二
金
剛
一
者
取
二
其
堅
固
難
一レ
壊
、
能
徂
二
万
物
一
。
（『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
三
）
２
『
本
草
綱
目
』
の
「
金
剛
石
」
金
石
中
最
も
剛
健
堅
固
な
石
は
「
金
剛
石
」
と
呼
ば
れ
た
。
現
在
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
名
で
呼
ば
れ
、
宝
石
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
こ
の
石
は
、
か
つ
て
は
そ
の
堅
さ
が
注
目
さ
れ
て
い
た
だ
け
も
の
で
あ
る
。
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
明
・
万
暦
十
八
年
〔
一
五
九
〇
〕
序
）
の
「
金
石
部
」
は
、
金
類
、
玉
類
、
石
類
、
鹵
石
類
の
四
類
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
宝
石
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
玉
類
に
属
す
る
が
、「
金
剛
石
」
は
「
宝
石
」
で
は
な
く
石
類
に
分
類
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
引
用
は
『
新
註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』
春
陽
堂
、
昭
和
四
十
九
年
〔
一
九
七
四
〕
刊
の
訳
に
よ
る
）。
き
じ
釈
名
金
剛
鑚
時
珍
曰
く
、
こ
の
物
の
砂
は
玉
を
鑚
り
、
ま
た
瓷
さ
ん
を
補
ふ
と
こ
ろ
か
ら
鑚
と
い
ふ
。
集
解
〈
時
珍
曰
く
、
金
剛
石
は
西
番
、
天
竺
の
諸
国
に
出
る
。
葛
し
ょ
う
に
ゅ
う
洪
の
抱
朴
子
に
「
扶
南
に
金
剛
が
出
る
。
鍾
乳
の
や
う
な
状
態
で
水
ぎ
ょ
く
底
の
石
上
に
生
ず
る
も
の
だ
。
体
は
紫
石
英
に
似
て
玉
を
刻
み
得
て
つ
つ
い
る
。
人
間
が
水
底
に
潜
入
し
て
取
る
の
だ
が
、
鉄
椎
で
撃
つ
た
の
で
れ
い
や
う
か
く
た
た
は
傷
さ
へ
付
か
ぬ
。
と
こ
ろ
が
た
だ
羚
羊
角
で
扣
く
と
さ
く
さ
く
と
氷
の
や
う
に
崩
れ
る
の
だ
」
と
あ
る
。
丹
房
鑑
源
に
は
「
紫
背
、
鉛
は
よ
く
金
剛
鑚
を
砕
く
」
と
あ
る
。
周
密
の
齋
東
野
語
に
は
「
玉
工
ち
り
ば
が
玉
を
細
工
す
る
に
は
、
恒
河
の
砂
を
用
ゐ
て
金
剛
鑚
で
鏤
め
る
。
そ
の
物
は
形
が
鼠
糞
の
や
う
で
、
青
黒
色
の
石
の
や
う
な
鉄
の
や
う
く
わ
い
こ
つ
な
も
の
だ
。
西
域
、
及
び
回
紇
の
高
山
の
頂
上
に
出
る
（
中
略
）。
さ
く
ぎ
ょ
く
た
う
玄
中
記
に
は
「
大
秦
国
に
金
剛
が
出
る
。
一
名
削
玉
刀
と
い
ひ
、
大
き
び
な
る
も
の
は
長
さ
一
尺
ほ
ど
あ
る
。
小
な
る
も
の
は
稲
、
黍
ほ
ど
の
も
の
で
、
そ
れ
を
指
環
に
着
け
て
玉
を
刻
む
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
観
れ
ば
金
剛
に
も
非
常
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
見
え
る
。
印
ぶ
つ
げ
度
僧
が
仏
牙
と
称
し
て
貴
ぶ
も
の
は
こ
の
も
の
だ
。（
中
略
）
十
洲
記
に
は
「
西
海
流
砂
に
昆
吾
石
と
い
ふ
が
あ
り
、
こ
れ
を
鍛
へ
て
剣
を
作
れ
ば
鉄
の
如
く
、
光
明
は
水
精
の
如
く
、
玉
を
割
く
が
如
く
だ
」
と
記
載
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
金
剛
の
大
な
る
も
の
の
例
で
あ
る
（
下
略
）。
こ
の
「
金
剛
石
」
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
三
六
で
あ
る
が
、
右
の
引
用
さ
れ
て
い
る
説
明
の
中
に
は
正
確
で
は
な
い
内
容
し
ょ
う
に
ゅ
う
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
の
「
鍾
乳
の
や
う
な
状
態
で
水
底
の
石
上
に
生
ず
る
」
と
あ
る
の
は
、
実
際
に
は
溜
り
水
の
底
の
砂
礫
層
の
礫
の
表
面
に
、
水
酸
化
鉄
な
ど
に
よ
っ
て
鍾
乳
の
よ
う
に
膠
着
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
「
人
間
が
水
底
に
潜
入
し
て
取
る
」
と
あ
る
の
も
、
実
際
に
は
地
下
に
井
戸
を
掘
り
下
げ
て
採
取
す
る
の
で
あ
る
（『
新
註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』）。
時
珍
が
こ
れ
ら
の
誤
り
を
訂
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
産
地
が
遠
方
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
金
剛
石
は
西
番
、
天
竺
の
諸
国
に
出
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
産
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
外
国
の
地
で
あ
る
。「
西
番
」
は
「
今
ノ
青
海
、
新
彊
ノ
二
省
、
及
ビ
ソ
ノ
以
西
ノ
地
」（『
新
註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』
の
注
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
で
あ
り
、「
天
竺
」
は
イ
ン
ド
で
あ
る
。
ま
た
、『
抱
朴
子
』
に
「
扶
南
に
金
剛
が
出
る
」
と
あ
る
「
扶
南
」
は
「
メ
コ
ン
河
下
流
地
域
」
で
あ
り
、『
齋
東
野
語
』
に
「
西
域
、
及
び
く
わ
い
こ
つ
回
紇
の
高
山
の
頂
上
に
出
る
」
と
あ
る
「
西
域
」
は
広
義
で
は
ペ
ル
シ
ャ
・
小
ア
ジ
ア
・
シ
リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
こ
と
で
あ
り
、「
回
紇
」
は
「
新
彊
省
ト
ル
フ
ァ
ン
を
中
心
と
す
る
地
域
の
古
名
」
で
あ
る
。
ま
た
、
『
玄
中
記
』
に
「
大
秦
国
に
金
剛
が
出
る
」
と
あ
る
「
大
秦
国
」
は
「
古
の
ロ
ー
マ
帝
国
」
の
こ
と
で
あ
り
、『
十
洲
記
』
に
「
西
海
流
砂
に
昆
吾
石
と
い
ふ
が
あ
り
」
と
あ
る
「
西
海
流
砂
」
は
西
番
の
砂
漠
地
の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
李
時
珍
の
文
章
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
金
剛
石
」
と
い
う
名
の
石
の
実
体
と
用
途
を
知
っ
た
の
で
あ
る
（
本
草
書
で
「
金
剛
石
」
を
載
せ
る
の
は
『
本
草
綱
目
』
が
最
初
で
あ
る
）。
３
金
剛
鑚
と
金
剛
砂
現
在
の
鉱
物
学
で
は
金
剛
石
に
は
三
種
類
あ
る
と
さ
れ
る
。
①
普
通
の
金
剛
石
。
②
ボ
ー
ラ
スbollas
（
ボ
ル
ツB
ortz
bort
と
も
）。
③
カ
ー
ボ
ネ
ー
ドcarbonado
の
三
種
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
の
「
釈
名
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
金
剛
鑚
」
は
、
こ
の
②
の
ボ
ー
ラ
ス
、
ま
た
は
③
の
カ
ー
ボ
ネ
ー
ド
で
あ
り
、
砂
状
に
な
っ
た
金
剛
石
の
こ
と
で
あ
る
。
西
岡
薫
祐
著
『
宝
石
の
話
』（
古
今
書
院
昭
和
七
年
〔
一
九
三
二
〕
刊pp.112
−23
）
に
は
、
ボ
ル
ツ
（B
ortz
bortboart
）（
ボ
ル
ト
、
ボ
オ
ル
ト
と
も
云
ふ
）
暗
黒
の
不
完
全
結
晶
の
も
の
で
、
屡
々
放
射
状
構
造
を
な
し
て
居
り
、
半
透
明
、
又
は
不
透
明
の
も
の
に
て
、
質
悪
く
装
飾
石
に
も
な
ら
ぬ
金
剛
石
を
ボ
ル
ツ
と
云
ふ
。
粉
末
と
な
り
た
る
ボ
ル
ツ
は
金
剛
三
七
石
を
磨
く
に
用
ひ
ら
れ
、
大
き
な
も
の
は
電
球
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
用
ふ
る
細
い
針
金
を
引
く
ダ
イ
ス
（dies
）
や
硝
子
切
に
用
ふ
。
と
あ
り
、
益
冨
寿
之
助
氏
の
『
新
註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』
の
注
に
も
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
バ
ラ
エ
テ
イ
で
、
不
純
な
た
め
黒
│
灰
色
を
呈
し
不
透
明
で
、
劈
開
が
な
く
（
普
通
の
ダ
イ
ヤ
は
劈
開
完
全
）
そ
の
た
め
ダ
イ
ヤ
よ
り
硬
く
、
そ
の
粉
末
は
ダ
イ
ヤ
を
研
磨
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
ボ
ー
ラ
スbollas
（
注
略
）
や
カ
ー
ボ
ネ
ー
ドcarbonado
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
金
剛
鑚
の
名
は
、
金
剛
石
を
鑚
す
る
上
記
変
種
に
対
す
る
呼
称
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
あ
る
が
、
既
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
（
宇
田
川
榛
齋
著
・
宇
田
川
榕
菴
校
補
、
天
保
五
年
〔
一
八
三
四
〕
刊
）
に
、
天
然
純
粋
ノ
炭
素
ハ
金
剛
鑚
ナ
リ
。
故
ニ
明
亮
ノ
宝
石
ナ
レ
ド
モ
焼
テ
黒
色
ト
ナ
ル
。
是
ヲ
以
テ
炭
素
一
ニ
金
剛
鑚
素
ト
名
ヅ
ク
。
或
云
金
剛
鑚
ハ
炭
素
ト
光
素
抱
合
シ
テ
成
ル
。
○
或
云
炭
素
ハ
純
粋
特
立
ノ
者
ナ
ク
皆
他
物
ヲ
帯
ブ
。
金
剛
鑚
ト
雖
モ
酸
素
ア
リ
。
金
剛
鑚
千
分
ハ
炭
素
六
百
四
十
三
分
、
酸
素
三
百
五
十
七
分
ニ
シ
テ
成
ル
。
（
下
略
）
（
巻
八
「
炭
素
」）
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
は
「
金
剛
石
」
も
「
金
剛
鑚
」
も
産
し
な
い
。
た
だ
、「
金
剛
鑚
」
と
同
様
の
用
途
で
用
い
ら
れ
て
い
た
鉱
物
が
あ
り
、「
金
剛
砂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
金
剛
砂
コ
ム
ガ
ウ
サ
コ
ム
ガ
ウ
シ
ャ
（『
色
葉
字
類
抄
』）
用
レ
之
鑚
二
水
精
硝
子
及
諸
玉
石
一
、
凡
磁
器
欲
レ
穿
レ
孔
者
、
先
以
二
金
剛
砂
一
撮
一
在
二
其
処
一
、
以
二
杉
木
錐
一
揉
二
穿
其
処
一
、
屡
而
為
レ
孔
、
一
異
也
。
（『
和
漢
三
才
図
会
』）
玉
石
具
御
幸
町
三
条
北
多
二
玉
人
一
、
水
精
并
珍
石
以
二
金
剛
砂
一
磨
二
琢
之
一
、
作
二
雑
物
一
、
是
謂
二
玉
屋
一
。
金
剛
砂
出
レ
自
二
大
和
国
金
剛
山
一
。
（『
雍
州
府
志
』
六
）
の
こ
ぎ
り
〈
登
切
之
略
〉
に
金
剛
砂
〈
和
州
金
剛
山
出
之
砂
也
〉
を
塗
て
玉
石
の
類
を
切
な
り
。
（『
譬
喩
尽
』
四
）
金
剛
山
ノ
金
剛
砂
（
松
江
重
頼
『
毛
吹
草
』）
こ
の
「
金
剛
砂
」
が
「
金
剛
石
・
金
剛
鑚
」
に
同
定
さ
れ
て
い
た
。
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
〔
一
七
一
一
〕
序
）
の
こ
ん
が
う
し
や
う
さ
ん
「
金
剛
石
金
剛
鑚
」
の
項
は
『
本
草
綱
目
』（
石
部
、
石
類
、
金
剛
石
〔
集
解
〕）
の
文
章
を
引
用
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
東
洋
文
庫
『
和
漢
三
才
図
会
』
平
凡
社
の
現
代
語
訳
に
よ
る
）。
か
わ
ち
に
じ
ょ
う
△
思
う
に
、
金
剛
石
は
河
内
の
二
上
嶽
の
谷
〔
す
な
わ
ち
山
田
村
領
三
八
内
〕
か
ら
出
る
。
粗
細
い
ろ
い
ろ
で
、
こ
れ
を
用
い
て
水
精
・
ビ
イ
ド
ロ
き
硝
子
お
よ
び
諸
玉
石
を
鑚
る
。
磁
器
に
孔
を
あ
け
よ
う
と
す
れ
ば
き
り
ま
ず
金
剛
砂
一
つ
ま
み
を
そ
の
場
所
に
お
き
、
杉
木
の
錐
で
し
ば
う
が
し
ば
も
み
穿
つ
と
孔
が
あ
く
。
一
つ
の
不
思
議
で
あ
る
。
（
雑
石
類
、
金
剛
石
）
ま
た
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔
一
七
〇
八
〕）
に
も
、
金
剛
鑚
典
籍
便
覧
二
曰
一
名
ハ
金
剛
砂
。
出
二
西
番
深
山
之
高
頂
人
不
一レ
可
レ
到
云
々
今
人
以
レ
之
刻
レ
玉
ヲ
補
レ
瓷
故
曰
レ
鑚
○
河
内
国
金
剛
山
下
ヨ
リ
出
二
金
剛
砂
一
。
俗
ニ
ア
ヤ
マ
リ
テ
コ
ン
ガ
ウ
シ
ヤ
ウ
ト
云
。
同
国
飛
鳥
川
ニ
モ
ア
リ
。
未
レ
聞
二
他
土
之
所
一レ
産
。
大
和
ニ
モ
飛
鳥
川
ア
リ
。
ソ
レ
ニ
ハ
非
ズ
。
是
ヲ
用
テ
玉
ヲ
ス
リ
石
ヲ
ミ
ガ
ク
。
と
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
中
国
の
博
物
学
を
集
大
成
し
た
形
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
百
科
全
書
『
庶
物
類
纂
』
に
お
い
て
も
、
金
剛
石
一
名
削
玉
刀
〈
太
平
御
覧
〉
一
名
金
剛
鑚
〈
本
草
綱
目
〉
一
名
代
羅
闍
〈
西
域
記
〉
一
名
金
剛
砂
〈
華
夷
花
コ
ム
カ
ウ
セ
ウ
本
考
〉
俗
名
各
毋
各
蕪
舎
蕪
〈
河
内
州
〉
と
あ
る
。
漢
籍
の
文
章
だ
け
で
判
断
す
る
し
か
な
か
っ
た
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
同
じ
用
途
で
用
い
ら
れ
、
同
じ
よ
う
な
名
を
持
つ
「
金
剛
砂
」
を
「
金
剛
石
・
金
剛
鑚
」
に
同
定
し
た
の
は
無
理
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
や
が
て
「
金
剛
砂
」
は
漢
名
「
合
玉
石
」
で
あ
り
、「
金
剛
鑚
」
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
訂
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
鉱
山
学
の
家
系
を
嗣
ぐ
佐
藤
信
景
と
そ
の
孫
信
淵
に
よ
る
『
土
性
弁
』（
享
保
九
年
〔
一
七
二
四
〕
序
）
に
、
合
玉
砂
一
名
那
玉
砂
、
俗
に
金
剛
砂
と
云
ふ
。
玉
石
類
を
磨
礪
す
る
沙
な
り
。
稜
角
あ
り
て
極
て
堅
硬
な
る
沙
な
り
。
黄
赤
色
と
赭
黒
色
な
る
も
有
て
、
大
な
る
者
に
て
、
玉
器
及
び
硝
子
等
を
彫
画
す
る
に
宜
き
を
以
て
、
或
は
「
ギ
ヤ
マ
ン
」
石
と
呼
ぶ
。
今
河
内
の
金
剛
山
、
及
和
州
伊
駒
山
、
丹
波
、
丹
後
、
伊
予
、
土
佐
、
其
他
諸
国
よ
り
出
づ
。
讃
岐
の
香
川
郡
に
は
、
頗
る
大
塊
に
し
て
五
六
分
以
上
な
る
を
生
ず
。
と
あ
り
、
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
和
三
〜
文
化
三
年
〔
一
八
〇
三
│
〇
六
〕
刊
）
に
も
、
金
剛
鑚
ハ
金
剛
石
ノ
一
名
也
。
ギ
ヤ
マ
ン
石
。
（
鉛
）
今
玉
工
用
ル
所
ノ
金
剛
シ
ヤ
ウ
ト
呼
者
ハ
、
合
玉
石
〈
青
玉
附
録
〉
ニ
シ
テ
、
本
条
（
金
剛
石
）
ト
ハ
別
ナ
リ
。
（
金
剛
石
）
合
玉
石
ハ
、
コ
ン
ガ
ウ
セ
ウ
、
色
赤
黒
キ
砂
ナ
リ
。
又
黄
赤
色
ナ
ル
三
九
モ
ア
リ
。
形
多
ク
稜
角
ア
リ
テ
、
玉
石
ヲ
切
或
ハ
磨
ク
ニ
用
ル
砂
ナ
リ
。
河
州
ノ
金
剛
山
、
和
州
ノ
生
駒
山
等
ヨ
リ
出
ス
。
又
丹
後
、
土
州
及
諸
州
ニ
ア
リ
。
讃
州
ニ
ハ
大
塊
四
五
分
ナ
ル
者
ア
リ
。
又
天
工
開
物
ニ
、
解
玉
砂
ト
云
、
通
雅
ニ
、
那
砂
ト
云
モ
、
皆
此
物
ナ
リ
。
（
青
玉
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
小
野
職
孝
〔
一
七
七
四
│
一
八
五
二
〕
の
『
綱
目
多
識
編
』（
東
洋
文
庫
蔵
）
に
も
、
金
剛
シ
ヤ
ウ
合
玉
石
〈
本
草
綱
目
青
玉
附
録
〉
解
玉
砂
〈
天
工
開
物
〉
玉
石
ヲ
伐
リ
磨
ス
ル
ノ
砂
ナ
リ
粒
ニ
大
小
ア
リ
大
ナ
ル
者
ハ
黄
豆
ノ
如
ク
小
ナ
ル
ハ
粟
粒
ノ
如
シ
。
質
堅
硬
シ
テ
紫
赤
色
稜
角
ア
リ
テ
物
ヲ
キ
ル
ニ
利
ア
リ
土
州
産
ハ
赤
ヲ
帯
フ
讃
州
産
ハ
紫
色
ヲ
帯
フ
本
草
書
青
玉
附
録
云
玉
須
此
石
碾
之
乃
光
云
々
一
名
碾
玉
砂
ト
云
と
あ
る
。
「
合
玉
石
」
は
、
右
の
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
、『
本
草
綱
目
』
の
「
青
玉
」
項
の
「
附
録
」
に
「
此
即
碾
玉
砂
也
。
玉
須
二
此
石
一
碾
レ
之
乃
光
す
（
こ
れ
は
玉
を
碾
る
砂
の
こ
と
で
あ
る
。
玉
は
こ
の
石
で
碾
り
磨
い
て
光
が
出
る
）」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
降
、
金
剛
砂
は
合
玉
石
に
同
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
白
井
光
太
郎
考
註
『
大
和
本
草
』
（
有
明
書
房
一
九
三
二
刊
）
の
頭
注
に
「
脇
水
曰
河
内
金
剛
山
下
ニ
ハ
金
剛
砂
ヲ
産
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
金
剛
砂
ヲ
産
ス
ル
ハ
金
剛
山
ノ
北
三
里
ナ
ル
大
和
二
上
山
ノ
麓
ニ
シ
テ
二
上
山
大
字
穴
虫
ト
イ
フ
所
ナ
リ
。
飛
鳥
川
ニ
産
ス
ト
云
フ
モ
何
カ
ノ
訛
伝
ナ
ラ
ン
」
と
あ
り
（
脇
水
は
『
頭
注
国
訳
本
草
綱
目
』
第
三
冊
の
薬
名
標
目
の
和
名
・
学
名
・
英
訳
名
を
校
定
し
た
脇
水
鉄
五
郎
氏
で
あ
ろ
う
）、「
金
剛
砂
」
を
「
石
榴
石
ヲ
粉
末
ト
セ
ル
モ
ノ
」
と
す
る
。
以
降
、
こ
の
金
剛
砂
は
石
榴
石
と
す
る
説
が
採
ら
れ
て
い
る
。以
上
の
よ
う
に
、
本
草
学
に
お
い
て
は
「
金
剛
砂
」
ま
た
「
金
剛
鑚
」
と
同
様
に
玉
を
擦
り
石
を
磨
く
堅
い
砂
で
あ
り
、「
金
剛
石
」
も
ま
た
「
金
剛
の
石
」
す
な
わ
ち
堅
い
石
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
 
）。
４
舶
来
の
金
剛
石
西
川
如
見
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』（
宝
永
六
年
〔
一
七
〇
八
〕
刊
）
ヲ
ラ
ン
タ
に
阿
蘭
陀
の
「
土
産
」
の
一
つ
に
「
ギ
ヤ
マ
ン
」
を
挙
げ
、
又
デ
ヤ
マ
ン
と
も
云
。
其
色
紫
赤
多
し
。
鉄
槌
に
て
打
て
も
砕
け
ず
、
金
剛
石
菩
薩
石
の
類
な
り
と
云
。
四
〇
と
見
え
る
。
こ
れ
が
西
洋
の
「
金
剛
石
」
の
こ
と
を
記
し
た
我
が
国
最
初
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
〔
一
七
一
一
〕
序
）
に
、
一
種
有
二
伽
曼
玉
一
正
字
未
詳
。
黒
色
而
似
二
燧
石
一
而
有
レ
稜
。
甚
堅
剛
、
用
レ
之
彫
二
鑿
玉
石
磁
器
一
皆
如
レ
泥
任
レ
意
。
自
二
阿
蘭
陀
一
来
。
疑
彼
国
金
剛
石
之
類
矣
。
ギ
ヤ
マ
ン
一
種
に
伽
曼
の
玉
〔
正
字
未
詳
〕
と
い
う
の
が
あ
る
。
黒
色
で
ひ
う
ち
か
ど
形
は
燧
石
に
似
て
い
て
稜
が
あ
る
。
甚
だ
堅
剛
で
、
こ
れ
を
用
い
て
玉
石
・
磁
器
を
彫
り
鑿
つ
と
泥
を
彫
る
よ
う
に
意
の
ま
ま
に
彫
れ
る
。
阿
蘭
陀
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
。
恐
ら
く
は
こ
れ
は
彼
の
国
の
金
剛
石
で
あ
ろ
う
。
（
雑
石
類
、
金
剛
石
）
と
見
え
る
。
実
際
に
西
洋
の
「
金
剛
石
」
が
日
本
に
舶
来
し
た
の
は
十
八
世
紀
以
降
の
こ
と
の
よ
う
で
、
平
賀
源
内
の
『
物
類
品
騭
』（
宝
暦
十
三
年
〔
一
七
六
四
〕
刊
）
に
、
○
蛮
産
デ
ヤ
マ
ン
、
壬
午
主
品
中
、
田
村
先
生
具
レ
之
。
ソ
ノ
大
サ
ユ
ビ
カ
ネ
二
分
許
是
ヲ
指
ニ
着
ク
。
其
ノ
質
水
精
白
石
英
ノ
ゴ
ト
シ
。
至
テ
明
ノ
徹
ナ
リ
。
照
レセ
バ
之
、
遠
近
左
右
悉
ク
ウ
ツ
ル
。
然
ド
モ
近
世
偽
造
ス
ル
物
多
シ
。
試
ルレ
之
ヲ
法
、
鉄
椎
ヲ
以
テ
撃
テ
傷
ザ
ル
ヲ
真
ト
シ
、
或
ハ
焼
赤
シ
醋
中
ニ
淬
シ
テ
如
クレ
故
ノ
酥
砕
セ
ザ
ル
等
ノ
法
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
此
ノ
物
世
人
甚
珍
ト
ス
、
其
ノ
価
数
十
金
ヨ
リ
百
金
ニ
至
ル
故
ニ
容
易
ニ
試
ガ
タ
シ
。
（
金
剛
石
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
当
時
は
ギ
ヤ
マ
ン
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
稀
で
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
右
の
説
明
に
「
照
レセ
バ
之
、
遠
近
左
右
悉
ク
ウ
ツ
ル
」
と
あ
る
の
は
、
木
内
小
繁
（
石
亭
）
の
『
雲
根
志
』（
安
永
元
年
〔
一
七
七
二
〕
刊
）
の
「
ギ
ヤ
マ
ン
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
よ
う
に
、
誤
っ
た
伝
聞
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
た
へ
蛮
物
ナ
リ
。
和
産
共
に
産
所
を
き
か
ず
。
伝
云
ギ
ヤ
マ
ン
を
持
て
石
鉄
焼
物
等
に
彫
物
を
す
る
に
泥
の
ご
と
く
や
は
ら
か
な
り
と
。
是
ま
で
ギ
ヤ
マ
ン
と
い
ふ
物
数
百
見
た
り
。
い
ま
だ
真
物
を
見
ず
。
明
和
三
年
（
引
用
者
注
│
一
七
六
六
年
）
戌
五
月
十
八
日
会
に
出
た
り
。
予
真
偽
を
し
ら
ず
。
或
人
云
阿
蘭
陀
に
八
方
目
鏡
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
ゆ
び
が
ね
に
付
て
我
う
し
ろ
を
う
つ
す
鏡
な
り
、
是
と
取
違
へ
覚
た
る
人
有
、
別
の
も
の
也
、
と
。
又
或
説
に
ギ
ヤ
マ
ン
は
石
の
名
に
あ
ら
ず
、
か
た
き
鉄
石
や
き
物
に
ほ
そ
き
こ
と
を
ほ
り
た
る
を
ギ
ヤ
マ
ン
ぼ
り
と
い
ふ
、
と
。
此
説
尤
な
ら
ん
か
。
か
た
き
物
を
ほ
る
の
石
あ
ら
ば
す
な
は
ち
ギ
ヤ
マ
ン
な
ら
ん
か
。
（
巻
二
・
采
用
類
）
四
一
ま
た
、「
か
た
き
物
を
ほ
る
の
石
あ
ら
ば
す
な
は
ち
ギ
ヤ
マ
ン
な
ら
ん
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
堅
い
石
を
す
べ
て
ギ
ヤ
マ
ン
と
も
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ギ
ヤ
マ
ン
ま
た
デ
ヤ
マ
ン
は
、
以
降
ギ
ヤ
マ
ン
デ
、
ヂ
ヤ
マ
ン
ト
な
ど
の
形
で
も
現
れ
る
。
い
ず
れ
もD
iam
ante
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
ま
た
は
D
iam
ant
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
の
転
音
で
あ
る
。
管
見
で
拾
い
得
た
用
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
槻
玄
沢
『
蘭
説
弁
惑
』（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
〕
成
、
寛
政
十
一
年
〔
一
七
九
九
〕
刊
）
○
か
な
の
ふ
る
ぎ
や
ま
ん
問
曰
。「
か
な
の
ふ
る
」「
ぎ
や
ま
ん
」
と
云
ふ
名
あ
り
。
是
れ
い
か
ん
。
答
曰
。（
中
略
）「
ぎ
や
ま
ん
」
は
「
ぢ
あ
ま
ん
と
」
な
り
。
硝
子
類
を
調
鐫
す
る
な
ど
此
石
を
用
ゆ
。
一
体
玲
瓏
た
る
玉
石
な
り
。
別
に
訳
説
あ
り
。
摘
芳
の
中
に
出
す
。
宇
田
川
玄
随
『
西
洋
医
言
』（
寛
政
四
年
〔
一
七
九
二
〕
自
序
）
ジ
ヤ
マ
ン
ト
金
剛
石
謂
二
之
斎
亜
満
篤
一
こ
の
例
が
ギ
ヤ
マ
ン
を
明
確
に
「
金
剛
石
」
と
訳
し
た
最
初
の
例
で
あ
ろ
う（
 
）。D
iam
ante
（
葡
語
）・D
iam
ant
（
蘭
語
）・D
iam
ond
（
英
語
）
な
ど
は
「
打
ち
勝
ち
難
き
」
の
意
味
の
ラ
テ
ン
語
ア
ダ
マ
スadam
as
に
由
来
す
る
語
で
あ
り
（
鈴
木
敏
編
『
宝
石
誌
』
集
英
社
大
正
五
年
刊
〔
一
九
一
六
〕p.138
）、
こ
の
語
源
か
ら
す
れ
ば
、「
金
剛
石
」
と
訳
す
の
は
意
訳
と
言
え
る
。
熊
秀
英
（
森
島
中
良
）『
蛮
語
箋
』（
寛
政
十
年
〔
一
七
九
八
〕
刊
）
ギ
ヤ
マ
ン
金
剛
石
ジ
ヤ
マ
ン
ト
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
和
三
〜
文
化
三
年
〔
一
八
〇
三
│
〇
六
〕
刊
）
金
剛
石
デ
ヤ
マ
ン
蛮
名
ギ
ヤ
マ
ン
テ
同
上
〔
一
名
〕
金
剛
砂
〈
典
籍
便
覧
〉
跋
折
羅
〈
翻
訳
名
義
集
〉
伐
羅
闍
斫
迦
羅
縛
左
羅
〈
共
ニ
同
上
〉
ユ
ビ
ガ
ネ
蛮
人
持
来
ル
指
環
ノ
飾
ト
ス
。
俗
ニ
誤
テ
、
ギ
ヤ
マ
ン
セ
キ
ト
ビ
イ
ド
ロ
云
。
状
水
晶
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
明
徹
ナ
リ
。
硝
子
ニ
テ
偽
ル
者
多
ア
ハ
シ
。
故
ニ
透
シ
見
ル
ニ
、
内
ニ
気
眼
ア
ル
者
ハ
真
ニ
ア
ラ
ズ
。
真
ナ
ル
者
ハ
玉
ヲ
切
ニ
泥
ノ
如
シ
ト
云
。
（
金
剛
石
）
金
剛
鑚
ハ
金
剛
石
ノ
一
名
也
。
ギ
ヤ
マ
ン
石
。
（
鉛
・
集
解
）
『
厚
生
新
編
』
巻
二
十
雑
集
（
文
化
八
年
〔
一
八
一
一
〕
訳
）
ヂ
ア
マ
ン
ト
羅
語
ア
ダ
マ
ス
、
金
剛
石
俗
云
ぎ
や
ま
ん
此
石
ハ
貴
重
の
石
品
に
し
て
質
甚
ダ
重
し
。
価
も
亦
高
価
た
り
。
堅
四
二
剛
透
明
に
し
て
鮮
な
る
光
沢
あ
り
。
少
し
も
色
彩
交
る
こ
と
な
く
し
て
、
宛
も
清
水
の
ご
と
く
見
ゆ
。
是
を
上
品
と
す
。
黒
色
を
帯
び
又
黄
を
帯
る
も
の
ハ
貴
む
こ
と
な
し
。（
中
略
）
硝
子
匠
硝
子
を
截
り
さ
い
く
ゑ
巧
す
る
に
用
ゆ
。
こ
れ
は
「
ヂ
ア
マ
ン
ト
」
の
小
な
る
も
の
を
木
柄
さ
き
の
先
キ
に
？
こ
み
て
其
尖
に
て
截
る
な
り
。
按
に
ヂ
ア
マ
ン
ト
ハ
玉
石
鐫
す
る
に
用
ゆ
と
は
こ
れ
な
り
。
即
チ
金
剛
鑽
な
り
。
我
方
俗
ギ
ア
マ
ン
と
転
訛
し
呼
ぶ
。
近
来
上
好
舶
来
の
硝
子
彫
巧
の
有
無
を
い
は
ず
、
誤
て
ギ
ア
マ
ン
と
唱
ふ
る
も
の
多
し
。
宇
田
川
榛
齋
『
遠
西
医
方
名
物
考
』（
文
政
五
年
〔
一
八
二
二
〕
刊
）
濶
大
ナ
ル
硝
子
壜
ヲ
取
リ
、
其
底
面
ニ
墨
ヲ
以
テ
、
仮
ニ
径
七
八
寸
ギ
ア
マ
ン
許
リ
輪
状
ヲ
記
シ
、
金
剛
鑚
ヲ
以
テ
深
ク
其
輪
囲
ヲ
鑚
刻
シ
、
（
巻
一
・
硫
黄
精
）
宇
田
川
榕
菴
『
舎
密
開
宗
』（
天
保
七
年
〔
一
八
三
六
〕
序
）
ヂ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
イ
ド
ロ
鑽
石
（
巻
九
・
玻
瓈
）
注
目
し
た
い
の
は
、
多
く
の
著
で
は
硝
子
類
を
調
鐫
す
る
石
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
な
か
に
、『
物
類
品
騭
』
と
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
が
西
洋
人
が
指
輪
の
飾
り
に
こ
の
石
を
用
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
十
八
世
紀
当
時
の
日
本
に
は
宝
石
を
身
に
飾
る
習
慣
は
な
か
っ
た
。
安
土
・
桃
山
時
代
に
南
蛮
貿
易
や
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
部
の
日
本
人
が
装
飾
品
と
し
て
身
に
付
け
た
こ
と
が
当
時
の
絵
図
か
ら
窺
え
る
が
、
そ
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
令
に
よ
っ
て
直
ぐ
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
の
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
再
び
「
宝
玉
・
宝
石
」
が
装
飾
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
藤
信
淵
（
一
七
六
九
│
一
八
五
〇
）
の
『
経
済
要
略
』
上
巻
の
「
開
物
第
二
」
の
「
擬
玉
類
」
の
説
明
に
、
宝
玉
・
宝
石
・
珊
瑚
・
琉
璃
・
琥
珀
・
瑪
瑙
等
皆
擬
造
ス
ル
ノ
法
ア
リ
。
此
も
亦
貧
賤
ナ
ル
士
女
ノ
服
玩
ニ
飾
リ
、
其
心
意
ヲ
娯
楽
セ
シ
メ
人
世
ヲ
鼓
舞
シ
蒼
生
ヲ
撫
御
ス
ル
所
以
ノ
具
ナ
リ
。
と
見
え
る
。
た
だ
、
こ
の
「
宝
石
」
は
『
本
草
綱
目
』
と
同
じ
く
、「
金
剛
石
」
は
そ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
に
は
柳
河
春
三
編
『
西
洋
雑
誌
』（
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
創
刊
号
）
に
「
ヂ
ヤ
マ
ン
ト
は
天
下
第
一
高
価
の
物
な
る
話
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
ヂ
ヤ
マ
ン
ト
漢
名
鑽
石
。
又
金
剛
石
と
い
ふ
。（
中
略
）
其
堅
き
事
み
が
は
万
物
に
冠
た
り
。
之
を
琢
き
て
稜
を
尖
く
な
し
、
柄
に
嵌
め
た
る
者
、
以
て
水
晶
を
も
玻
瓈
を
も
切
る
べ
し
。
…
価
格
甚
貴
か
ら
ず
。
や
や稍
大
粒
な
る
も
の
は
琢
き
て
飾
と
な
す
。
其
価
の
高
き
事
本
文
に
云
四
三
へ
る
が
如
し
。
と
あ
っ
て
、
重
さ
の
単
位
カ
ラ
ー
ト
と
価
格
と
の
関
係
や
、
金
剛
石
を
め
ぐ
る
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
外
国
の
話
で
あ
る
。『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
明
治
六
年
〔
一
八
七
二
〕
三
月
二
日
条
に
、
ヂ
ヤ
モ
ン
ト
金
剛
石
ノ
磨
礱
場
ハ
、
府
中
ノ
第
一
ナ
ル
高
名
場
ニ
テ
、
欧
州
各
国
ニ
於
テ
、
金
剛
石
ノ
流
行
ハ
甚
ダ
盛
ン
ナ
レ
ド
モ
、（
中
略
）
支
那
ノ
古
時
ニ
、
夜
光
璧
ヲ
記
ス
、
恐
ク
ハ
此
金
剛
石
ナ
ラ
ン
（
第
五
十
六
巻
、
奄
特
坦
府
ノ
記
）
ヂ
ヤ
モ
ン
ト
と
あ
り
、
欧
州
各
国
で
の
「
金
剛
石
」
の
流
行
を
伝
え
て
は
い
る
が
、
こ
の
文
章
か
ら
も
我
が
国
に
お
い
て
そ
の
流
行
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
窺
え
な
い
。
ち
な
み
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
が
書
か
れ
た
明
治
六
年
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
高
札
が
撤
廃
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
当
時
日
本
で
読
ま
れ
て
い
た
聖
書
は
漢
訳
で
あ
り
、
そ
の
訓
点
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
「
金
剛
石
」
が
現
わ
れ
る
。『
旧
約
聖
書
』「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
二
十
八
章
に
裁
き
の
場
に
臨
む
司
祭
の
胸
当
に
嵌
め
込
ま
れ
る
十
二
の
宝
石
の
一
つ
と
し
て
現
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
行
必
為
瑪
瑙
、
黄
琮
、
瓊
玉
、
此
為
第
一
行
、
第
二
行
緑
玉
、
青
玉
、
金
剛
石
、
第
三
行
赤
璋
、
白
瑪
瑙
、
紫
玉
、
第
四
行
黄
玉
、
碧
玉
、
粋
玉
。
（
漢
訳
『
旧
約
全
書
』（B
ridgm
an
とC
ulberston
に
よ
る
訳
、
一
八
六
三
年
刊
）
西
洋
に
お
け
る
装
飾
宝
石
と
し
て
の
金
剛
石
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
う
し
た
書
物
か
ら
も
得
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
５
明
治
期
に
お
け
る
「
金
剛
石
」
明
治
期
に
始
ま
っ
た
我
が
国
の
鉱
物
学
に
お
け
る
鉱
物
の
捉
え
方
は
本
草
学
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
。
生
活
に
要
不
要
と
い
っ
た
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
鉱
物
そ
の
も
の
を
物
理
学
的
に
ま
た
化
学
的
に
分
析
す
る
。
例
え
ば
明
治
八
年
に
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
牙氏
初
学
須
知
』
の
「
金
剛
石
」
の
説
明
は
「
金
剛
石
ト
石
炭
ト
全
ク
同
質
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
化
学
ノ
発
明
中
最
モ
奇
異
ト
称
ス
ル
一
事
ナ
リ
。
金
剛
石
ハ
他
物
ニ
ア
ラ
ズ
即
チ
純
粋
石
炭
ノ
結
晶
セ
ル
者
ナ
リ
」
と
い
う
化
学
成
分
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
輝
き
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
金
剛
石
ヲ
菱
形
ニ
截
断
シ
、
指
環
ニ
附
ケ
テ
光
輝
ヲ
透
過
セ
シ
ム
ル
ブ
リ
ヤ
ン
者
ヲ
光
輝
金
剛
石
ト
云
ヒ
菱
形
ヲ
成
サ
ズ
直
ニ
錠
板
ニ
附
ク
ル
者
ヲ
ロ
ー
ズ
薔
薇
金
剛
石
ト
云
フ
。
光
輝
金
剛
石
ハ
薔
薇
金
剛
石
ニ
比
ス
レ
バ
光
線
ニ
触
ル
ヽ
時
其
光
輝
更
ニ
鮮
明
ナ
リ
。
四
四
金
剛
石
ハ
通
常
無
色
ナ
レ
ド
モ
、
亦
黒
色
ノ
者
ア
リ
「
イ
ア
サ
ン
ト
」
草
ノ
名
色
ト
称
ス
ル
黄
色
ア
リ
緑
色
ア
リ
薔
薇
色
ア
リ
。
世
人
最
モ
薔
薇
色
ノ
者
ヲ
愛
ス
。
金
剛
石
ハ
大
ニ
シ
テ
内
部
ノ
路
少
ク
、
光
輝
美
麗
ナ
シ
テ
製
作
ノ
巧
ニ
因
リ
、
光
輝
更
ニ
鮮
ナ
レ
バ
其
価
モ
亦
従
ヒ
テ
貴
シ
。
ブ
リ
ヤ
ン
ロ
ー
ズ
「
光
輝
金
剛
石
」「
薔
薇
金
剛
石
」
と
い
う
の
はbrilliant
型
、rose
型
と
い
っ
た
カ
ッ
ト
の
仕
方
に
よ
る
名
で
あ
ろ
う
が
、
金
剛
石
は
こ
う
し
た
カ
ッ
ト
法
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
輝
き
は
一
層
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
宝
石
た
る
必
須
条
件
の
第
一
は
、
美
し
い
色
彩
と
輝
き
に
あ
る
。
宝
石
学
の
説
明
に
よ
る
と
、
金
剛
石
の
光
線
を
屈
折
す
る
力
は
強
大
で
あ
り
、
直
線
に
投
射
す
る
光
線
も
そ
の
屈
折
率
に
よ
っ
て
直
射
せ
ず
、
石
内
に
返
射
し
て
、
い
わ
ゆ
る
金
剛
光
沢
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
と
開
発
に
よ
っ
て
宝
石
と
し
て
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
価
値
は
よ
り
高
い
も
の
と
な
る
。
鈴
木
敏
編
『
宝
石
誌
』
に
当
時
の
宝
石
の
分
類
に
つ
い
て
の
簡
潔
で
要
領
を
得
た
説
明
が
あ
る
。
宝
石
は
通
常
之
を
区
分
し
て
二
と
す
。
其
一
は
金
剛
石
、
紅
宝
石
な
ど
の
如
く
質
堅
剛
に
し
て
色
彩
、
光
沢
共
に
完
備
し
、
其
透
明
の
度
も
亦
鮮
に
し
て
産
出
稀
少
、
指
環
、
頸
飾
等
凡
て
貴
重
の
宝
飾
に
供
せ
ら
る
ゝ
も
の
、
之
を
正
宝
石The
Precious
Stones
or
Jew
els
と
称
し
、
支
那
の
所
謂
璧
璽
な
る
も
の
是
な
り
。
其
二
は
水
晶
玉
の
如
く
器
物
等
の
装
飾
に
用
ひ
ら
る
ゝ
も
の
、
之
を
半
宝
石Sem
i−
precious
Stones
と
称
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ラ
ン
ダ
ム
ル
ビ
ー
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
宝
石
に
は
「
金
剛
石
」、「
剛
玉
石
」（
紅
宝
石
、
サ
フ
ァ
イ
ア
エ
メ
ラ
ル
ド
ア
ク
ア
マ
リ
ン
藍
宝
石
等
を
含
む
）、「
緑
柱
石
（
瑠
璃
）」（
緑
宝
石
・
水
緑
宝
石
等
を
含
ス
ピ
ネ
ル
む
）、「
尖
昌
石
」、「
金
緑
石
」（
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
石
等
を
含
む
）
な
ど
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
「
金
剛
石
」
は
、
そ
の
硬
さ
に
お
い
て
他
の
正
宝
石
を
遥
か
に
し
の
ぐ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
西
洋
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
対
す
る
知
識
と
価
値
観
が
明
治
時
代
の
日
本
の
「
金
剛
石
」
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
６
装
飾
具
と
し
て
の
「
金
剛
石
」
の
流
行
衣
服
が
変
わ
れ
ば
装
身
具
も
変
わ
る
。
装
飾
具
と
し
て
の
宝
石
が
日
本
で
流
行
し
た
の
は
衣
服
が
西
洋
式
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
敏
編
『
宝
石
誌
』（
秀
英
社
大
正
五
年
刊
、
昭
和
四
十
九
年
〔
一
九
七
四
〕
思
文
閣
復
刻
）
に
、
お
よ
我
国
維
新
以
来
欧
米
と
の
交
通
開
け
、
倍
々
頻
繁
と
な
る
に
び
、
彼
の
国
に
於
て
珍
重
又
は
流
行
す
る
宝
石
も
亦
従
て
本
邦
人
の
愛
用
四
五
す
る
所
と
な
り
、
加
ふ
る
に
男
女
衣
服
の
制
も
亦
之
を
欧
米
に
模
倣
す
る
こ
と
尠
か
ら
ざ
れ
ば
、
指
環
、
頸
飾
、
胸
針
、
扣
鈕
、
襟
留
、
束
髪
の
装
飾
等
に
宝
石
を
用
ゆ
る
こ
と
多
く
、
現
今
本
邦
人
の
上
流
に
あ
る
紳
士
、
淑
女
は
勿
論
、
花
柳
社
会
に
身
を
委
す
る
男
女
に
し
て
指
環
又
は
簪
、
櫛
、
笄
、
帯
留
、
其
他
装
身
具
の
装
飾
と
し
て
多
少
宝
石
を
保
蔵
せ
ざ
る
も
の
な
く
（
下
略
）、
と
あ
る
が
、
既
に
明
治
二
十
年
頃
に
は
そ
れ
は
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
一
年
刊
の
和
田
維
四
郎
著
『
宝
石
誌
』
に
は
、
余
鉱
物
学
を
修
め
て
既
に
十
有
余
年
、
其
間
嘱
託
を
受
け
て
鉱
物
を
監
査
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
、
其
之
を
閲
す
る
に
十
中
の
八
・
九
は
マ
マ
金
炭
に
あ
ら
ざ
れ
ば
即
宝
玉
な
り
、
近
年
に
至
り
益
々
多
き
を
加
ふ
、
以
て
世
人
宝
玉
を
鍾
愛
す
る
の
情
知
る
べ
き
な
り
。
と
書
か
れ
て
い
る
（
久
米
武
夫
著
『
新
宝
石
学
』
風
間
書
房
昭
和
四
十
一
年
〔
一
九
六
六
〕
刊
の
引
用
に
よ
る
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
で
も
宝
飾
品
と
し
て
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
た
「
金
剛
石
」
は
、
文
学
作
品
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
取
り
上
げ
方
に
は
二
つ
あ
る（
 
）。
一
つ
は
そ
の
輝
き
に
注
目
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ
は
そ
の
高
価
さ
に
注
目
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
輝
き
を
描
い
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
く
管
見
で
は
次
の
例
に
と
ど
ま
る（
 
）。
こ
ん
ご
う
せ
き
○
金
剛
石
も
み
が
か
ず
ば
た
ま
の
光
は
そ
は
ざ
ら
ん
。
ひ
と
も
学
び
て
後
に
こ
そ
、
ま
こ
と
の
徳
は
あ
ら
わ
る
れ
。
（
唱
歌
・
金
剛
石
、
明
治
二
十
年
〔
一
八
八
七
〕
昭
憲
皇
太
后
作
詞
）
○
さ
て
イ
ヽ
ダ
姫
の
舞
ふ
さ
ま
い
か
に
と
、
芝
居
に
て
贔
屓
の
俳
優
み
る
こ
ゝ
ち
し
て
う
ち
護
り
た
る
に
、（
中
略
）
た
わ
ま
ぬ
輪
を
画
き
こ
ぼ
て
、
金
剛
石
の
露
飜
る
ゝ
あ
だ
し
貴
人
の
服
の
お
も
げ
な
る
を
欺
き
ぬ
。
（
森
鷗
外
『
文
づ
か
い
』
明
治
二
十
四
年
〔
一
八
九
一
〕）
○
あ
は
れ
む
べ
し
、
粕
壁
譲
、
弄
笛
、
汝
が
魂
を
慰
す
る
に
足
ら
ず
、
声
は
、
宙
空
に
さ
ま
よ
ふ
を
嫌
ひ
て
、
肉
に
耽
ら
ざ
れ
ば
休
ま
ず
。
金
剛
石
の
指
環
、
死
後
に
の
こ
れ
ど
も
、
指
端
ま
た
風
塵
を
躍
ら
す
る
の
妙
な
し
。
（『
女
学
雑
誌
』
明
治
二
十
七
年
〔
一
八
九
四
〕
三
十
一
号
）
○
水
色
鼈
甲
の
松
竹
梅
の
花
弄
、
平
打
の
銀
簪
の
う
し
ろ
ざ
し
に
、
金
剛
石
入
の
根
掛
あ
ら
は
に
見
え
透
き
て
、
そ
ろ
へ
た
る
白
襟
に
領
元
う
る
は
し
く
て
、（『
太
陽
』
明
治
二
十
八
年
〔
一
八
九
五
〕
二
月
号
）
○
眼
を
開
け
て
高
く
天
を
望
め
ば
、
緑
り
な
る
水
晶
の
如
き
天
の
一
面
に
、
金
剛
石
の
如
き
群
星
は
輝
け
り
。
四
六
（『
女
学
雑
誌
』
明
治
二
十
八
年
〔
一
八
九
五
〕
六
号
）
○
夜
な
ど
、
ま
っ
黒
き
空
に
金
剛
石
を
ま
き
散
ら
し
た
る
よ
う
（
徳
冨
蘆
花
『
不
如
帰
』
明
治
三
十
一
年
〔
一
八
九
八
〕）
こ
れ
に
対
し
て
、
富
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
は
多
い
。
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
。
○
眼
孔
大
な
り
と
雖
も
、
胆
の
大
な
る
に
非
ら
ず
、
面
色
白
し
と
雖
も
、
心
の
白
き
に
あ
ら
ず
、
況
ん
や
区
々
の
綺
羅
宝
玉
の
類
に
於
て
を
や
、
金
剛
石
の
大
小
、
豈
に
能
く
人
生
の
真
価
を
軽
重
す
る
も
の
な
ら
ん
や
（「
日
本
婦
人
論
（
二
）」『
国
民
之
友
』
四
号
、
明
治
二
十
年
〔
一
八
八
七
〕））
○
茅
屋
中
の
百
姓
に
至
る
迄
も
亦
た
此
の
貴
族
的
の
性
質
を
帯
び
た
る
者
か
り
、
上
等
社
会
の
貴
婦
人
が
、
一
夜
宴
会
の
修
飾
に
当
る
金
剛
石
指
環
の
代
償
は
、
夫
婿
一
ケ
年
の
年
俸
を
以
て
之
れ
に
当
る
も
猶
ほ
足
ら
ざ
る
な
り
（「
日
本
国
民
の
気
風
に
関
し
て
」『
国
民
之
友
』
三
十
一
号
、
明
治
二
十
一
年
〔
一
八
八
八
〕）
コ
ン
ガ
ウ
セ
キ
○
瑠
璃
の
手
箱
の
中
に
入
っ
て
居
る
も
の
は
大
抵
真
珠
か
金
剛
石
だ
が
、
（
幸
田
露
伴
『
露
団
々
』
明
治
二
十
二
年
〔
一
八
八
九
〕）
そ
れ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
○
夫
が
ソ
ノ
急
に
ナ
、
他
に
金
剛
石
の
払
い
物
ガ
あ
つ
て
、
夫
を
買
ひ
に
往
き
ま
し
た
が
、
大
き
サ
が
一
寸
か
ら
あ
つ
て
六
円
だ
さ
う
で
、
（
落
語
口
演
速
記
『
百
花
園
』
三
巻
四
十
号
、
明
治
二
十
三
年
〔
一
八
九
〇
〕
一
月
十
日
」）
い
そ
が
は
も
た
か
た
○
彼
は
忙
々
し
く
顔
を
擡
げ
て
紳
士
の
方
を
見
た
り
し
が
、
其
人
よ
り
か
が
や
お
ど
ろ
は
其
指
に
耀
く
物
の
異
常
な
る
駭
か
さ
れ
た
る
体
に
て
、「
ま
あ
、
あ
ゆ
び
わ
ち
よ
い
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
さ
那
の
指
環
は
！
一
寸
、
金
剛
石
？
」「
然
う
よ
。」「
大
き
い
の
ね
え
」
「
三
百
円
だ
つ
て
。」
（
尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
明
治
三
十
一
年
〔
一
八
九
八
〕）
○
「
其
指
輪
は
見
馴
れ
ま
せ
ん
ね
」「
是
？
」
と
重
ね
た
手
は
解
け
て
、
右
の
指
に
耀
く
も
の
を
な
ぶ
る
。「
此
間
父
様
に
買
つ
て
頂
い
た
の
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
「
金
剛
石
で
す
か
」「
さ
う
で
し
や
う
。
天
賞
堂
か
ら
取
つ
た
ん
で
す
か
ら
」
（
夏
目
漱
石
『
野
分
』
明
治
四
十
年
〔
一
九
〇
七
〕）
○
そ
し
て
友
達
と
雑
談
す
る
と
き
、「
小
説
家
な
ん
ぞ
は
物
を
知
ら
な
い
、
金
剛
石
入
の
指
輪
を
嵌
め
た
金
持
の
主
人
公
にm
anila
を
呑
ま
せ
る
」
な
ぞ
と
云
つ
て
笑
ふ
の
で
あ
る
。
（
森
鷗
外
『
鶏
』
明
治
四
十
二
年
〔
一
九
〇
九
〕）
明
治
以
降
、
宝
石
は
上
流
階
級
や
特
定
の
富
裕
層
の
象
徴
で
あ
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
金
剛
石
は
そ
の
中
で
も
最
高
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
文
章
は
よ
く
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
堅
固
な
信
仰
心
な
ど
を
象
徴
し
た
「
金
剛
」
は
、
明
治
以
後
、
金
剛
石
が
装
飾
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
四
七
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
っ
た
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
「
金
剛
石
」
と
い
う
名
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
ダ
イ
ヤ
）
と
い
う
外
来
語
名
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
〔
注
〕
（
１
）
例
え
ば
岩
本
裕
『
日
常
仏
教
語
』（
中
公
新
書
一
九
七
二
刊
）
の
中
に
も
「
金
剛
」
の
語
は
見
ら
れ
る
。
（
２
）
諸
橋
轍
次
の
『
大
漢
和
辞
典
』
に
『
晋
書
』
地
理
誌
の
「
梁
者
言
二
西
方
金
剛
之
気
強
梁
一
、
故
因
名
焉
」
を
引
く
。
（
３
）『
本
草
綱
目
』
の
「
主
治
」
の
項
に
は
「
磨
レ
水
塗
二
湯
火
傷
一
。
作
二
釵
・
鐶
等
一
服
佩
辟
二
邪
悪
一
」（
水
に
磨
つ
て
湯
火
傷
に
塗
る
。
釵
、
鐶
等
の
装
身
具
と
し
て
佩
ぶ
れ
ば
、
邪
悪
、
毒
気
を
辟
け
る
）
と
あ
り
、
中
国
で
は
薬
物
や
呪
具
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
４
）
劉
正
埮
埮
高
名
凱
等
編
『
漢
語
外
来
詞
詞
典
』
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
訳
語
と
し
て
の
「
金
剛
石
」
を
日
本
か
ら
の
輸
入
語
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
英
語diam
ond
の
訳
と
し
て
の
「
金
剛
石
」
が
現
わ
れ
る
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
め
の
頃
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
』（
初
版
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
刊
）
K
O
N
­G
Ō
­SEK
I
金
剛
石
、n.The
diam
ond.
『
改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
刊
D
iam
ond.s
金
剛
石
。
活
版
ノ
最
小
キ
字
。
『
和
訳
英
辞
書
』（
明
治
三
年
〔
一
八
六
九
〕
上
海am
ericn
pres­
byterin
m
issn
press
刊
）
ダ
イ
エ
モ
ン
ド
コ
ン
ガ
ウ
セ
キ
ク
ワ
ツ
ジ
モ
ッ
ト
モ
キ
ジ
D
iam
ond.s
金
剛
石
。
活
版
ノ
最
小
キ
字
。
右
の
説
明
に
「
活
版
ノ
最
小
キ
字
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
漢
字
の
脇
に
そ
の
読
み
を
示
す
た
め
に
付
け
ら
れ
る
小
さ
な
仮
名
、
現
在
ル
ビ
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
指
す
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
で
、
文
字
サ
イ
ズ
の
名
称
を
、
エ
メ
ラ
ル
ド
（
６.５
ポ
イ
ン
ト
）、
ル
ビ
ー
（
５.５
ポ
イ
ン
ト
）、
パ
ー
ル
（
５
ポ
イ
ン
ト
）、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
（
４.５
ポ
イ
ン
ト
）
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
言
う
（
屋
内
恭
輔
『
Ｘ
Ｍ
Ｌ
が
わ
か
る
本
』
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
〇
二
刊
、P
120
）。
（
５
）
明
治
以
降
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
徳
冨
蘆
花
『
不
如
帰
』
と
尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
は
名
著
復
刻
全
集
近
代
文
学
館
に
よ
り
、
夏
目
漱
石
と
森
鴎
外
の
も
の
は
岩
波
書
店
刊
の
全
集
を
用
い
た
が
、
そ
の
他
の
用
例
に
つ
い
て
は
服
部
匡
本
学
教
授
の
協
力
に
よ
り
、
四
八
神
戸
大
学
新
聞
記
事
文
庫
、
青
空
文
庫
、
太
陽
コ
ー
パ
ス
、
近
代
女
性
雑
誌
コ
ー
パ
ス
、
口
演
速
記
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
の
便
を
謀
り
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
り
、
新
た
に
加
え
た
も
の
が
あ
る
が
、「
金
剛
石
」
の
ル
ビ
に
つ
い
て
は
原
文
の
と
お
り
で
あ
る
。
ル
ビ
の
有
無
や
語
形
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
が
、
後
考
を
俟
つ
。
（
６
）
明
治
時
代
の
用
例
で
は
な
い
が
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
は
鉱
物
の
特
徴
を
利
用
し
て
情
景
を
描
写
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
大
正
十
四
年
〔
一
九
二
五
〕
頃
成
）
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会
社
で
、
ね
だ
ん
が
や
す
く
な
ら
な
い
た
め
に
、
わ
ざ
と
穫
れ
な
い
ふ
り
を
し
て
、
か
く
し
て
置
い
た
金
剛
石
を
、
誰
か
が
い
き
な
り
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
、
ば
ら
撒
い
た
と
い
う
風
に
、
眼
の
前
が
さ
あ
っ
と
明
る
く
な
っ
て
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
思
わ
ず
何
べ
ん
も
眼
を
擦
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
四
九
